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生涯体育の課題
The Problem of Lifelong Physical Education 
布上恭子
Kyoko NUNOGAMI 
I はじめに
昭和57年10年間継続して来た婦人健康美運動教室の実態を，昭和45年， 53年の調査と比較し
ながら検討した。その時に出て来た課題をもとにこの5年間，更に種々のプログラムに検討を
重ねながら実践してきた。本学卒業生を中心に，他の体育大学卒業生や婦人健康美運動教室か
ら育てた指導者と共に，昭和57年に生涯体育研究会を創設した。勿論実践を通しての研究会で
あるが，定期的な学習会を開いている。生涯体育研究会で実施する市民のための健康教室はボ
ランティアに近い活動で，相互扶助のもとに幼児・小学生から高齢者に至るまで，公的施設で
の指導も含めて20数ヶ所になった。 札幌市内には毎年スポーツクラブが建設され多くの人々 が
スポーツ活動を行ない， また興味 ・関心を示す人がふえて来た。今回は，それぞれの教室を通
して実態把握をする前に生涯体育について考え，その必要性を見出し，課題を求めてみたいと
考えた。その結果，各教室と一般市民へのアンケート調査を実施し，課題解決の糸口を見つけ，
新年度からのプログラム作成に役立て，まさしく生涯体育としてのよりよい実践活動に結びつ
けたいと考えている。
E 生涯体育
1.幼児期の生涯体育
子どもの発育 ・発達を阻害する環境条件が多い現代社会をつぶさに眺め，幼児期に意図的に
必要な運動を与えていくことが教育の中心的課題である。幼児にとっての運動遊びは，本来自
発的活動でありまた生活そのものである。 幼児は心身の発達に応じていろいろな遊びを自らの
力で行ない，それを通して心身の機能を更に高めると共にパーソナリティを形成してゆくと思
われる。しかし現代社会は，幼児より遊びを奪ってしまっている。遊び場の減少，道路は遊び
場にならない。仲間が少ない。リーダー格がいない。更に情報化社会はテレビやテレビゲーム
に子ども達を熱中させてしまった。異年齢での遊び不足から年上の子どもが年下の子どもに伝
えていくいわゆる伝統的な遊びもなく なり， 遊びの文化が継承されない等の悪条件から，成長
過程が乱されているきらいがある。幼児は， 座ることで背腹をととのえ，這うことで肩腕を鍛
え，っかまり立ちをして脚力をつけ重心の安定を計り，やがて歩く ようになるというように，
Iつ1つの動作をつみ重ねてゆくと考えられる。しかし最近は，このような段階を踏めない生
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活環境のためか這わずに立ったり，立たずに歩いたり，また10ヶ月で歩き出す乳児もいるなど
発達の自然過程が乱されているようである。このようなことからの影響か，子どもの背筋力の
弱さや姿勢の悪さ，側わん症の問題が現われ，昭和54年より就学時の健康診断の中に背柱の疾
病及び異常の有無が加えられた。このような乳児期から幼児期の生活を調査し，子ども達にとっ
て必要な運動遊びを意図的に与えていかなければならない。精神的な面からも屋外での活発な
遊びを奪われたことから，情緒不安定など性格面への影響も多いことが報告されている。 外遊
びの有無，遊び友達の有無，遊びの熱中度などが精神面に与える影響が多いともいわれる。遊
びのなかで育てられる集団としての行動や責任感，思いやり，協力的態度，役割，ルールを守
る態度は自然発生的に身につけることができる態度である。家庭環境が良すぎ過保護の中で育
つ幼児は当然責任感や忍耐力は身につかない。今迄，自然に身につけて来た諸々のことが意図
的に与えられない限り失われたまま育っていくであろうことは想像される。本学において，ジ、ユ
ニアスポーツ教室を開催し10年になる。外気をあびて日光のもとで異年齢層の遊びを中心にす
すめてきたが，年々幼児が増加してきた。真駒内屋外競技場における幼児の体育教室も500名
にもなり，抽選決定のために両親が夜中より並んで待つ状況である。筆者達の生涯体育研究会
で開催する幼児体育教室も年々増加し，施設の関係で空待ちをする程になってきている。この
ことは親達が幼児期における運動遊びの必要性を感じはじめたからである。 幼児の生活実態を
把握し，今後の幼児期における運動遊び教室はいかにあるべきかを検討しなければならない。
週一度の教室では解決しない問題であり，保育所や幼稚園における保育内容の研究も併せて，
幼児期を通して， 21世紀に向って豊かな人生を送ることができるような素材を身につけると し
たら何をもってどのようにすすめたらよいのかが今後の課題である。親達も育児に大変悩んで
いる。外遊びゃ集団遊びの経験の少ない人が親になっている時代である。昭和41・42年頃に社
会体育研究会に所属し，札幌市内の幼稚園児と
仲よし子供館児 （家庭保育児）の体力の比較を
図1 身長の発育にみられる戦争の影響
（学校保健統計資料より宮下作図）
実施した。その結果，大筋を使う種目や柔軟性
の種目で家庭保育児が優れ，器用性の面で幼稚
園児がやや優れていた。生活環境の違いを見た
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り身体は変ってくる。受験期に最大酸素摂取量
が低下する。しかし入学試験のない場合はこの
自然的発達が粗害されることがないという。ま
た戦争により身長の発育に影響がある例から
も，栄養状態の配慮が大切である。現代っ子は
栄養面で偏食，環境面では運動不足という問題
が起っている。
130 
120 
110 
100 
れない
／ 
小学校 ！中学校l高校
6 7 8 9 10111213 14 15 16 1718 （歳）
年齢
103 
図3 トレーニングの有無が体力に及ぼす影響
（一卵性双生児にみられた例）
（クリソー ラス，1972)
図2 体力 （最大酸素摂取量）の発達と受験の影響
（公立学校，付属学校一般生徒および男子陸
上選手：小林による縦断的資料，女子水泳選
手 ：宮下の未発表横断的資料）
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2歳頃から3歳頃は走動作の完成と運動機l歳 6ヶ月頃から 2歳頃は歩行完成期といわれ，
3歳頃から 4歳頃は跳躍運動の獲得と運動の一斉萌芽期といわれる。遊びの様子能の発芽期，
4歳頃から5歳頃は運それと共にいろいろなことに興味を持ちはじめる。をみても多様化し，
とび，遊びまわり運動機動機能の独立発展期といわれ， 大筋運動が中心で、活発に一日中走り，
5歳頃から 6歳頃には総合統一期といわれ，複雑能の分化独立が現われ行動が積極的になる。
な巧綴的運動を好んで行ない，小筋動作との協調が生まれ協応動作が上手になる。 連続動作も
可能になる。それまで出来なかった運動が練習によって可能になるのではなく，加令によって
可能になる時期であることを知るべきである。
図4－図9をみると幼児期の身体発達から，神経系の発達や調整力の発達を中心とすること
その調が適切であろう。調整力の構成要素は，敏捷性，平衡性， 巧敏性または協応性であり，
整力の幅を広げるものとして柔軟性が考えられるといわれる。この時期調整力を高めるために
は運動の神経回路をつくることが基本であり，協応能力を高める多様な運動学習が必要であろ
プログラムづくりに工夫が成されなければならなしかも繰り返えし学習することが大切，つ。
い。筆者らの幼児体育教室のフログラムをみると，限られたスペース，少ない用器具で思うよ
うに運ぶことはできていない。外遊びも加え変化をもたせるように努力をしているが充分では
今後はよき理解者をふやすと共に母親の力をもっと借りるない。指導者の数にも制限があり，
ような方法を考える必要がある。真駒内屋外競技場のように，施設と周囲の環境条件のよい処
は日本ーであろう。多くの幼児が集まるのも多種目体験が可能であるからである。 広い施設と
104 布上 ：生涯体育の課題
図4 筋力の発達・発達速度曲線 （握力）
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図6 瞬発力の発達 ・発達速度曲線 （垂直跳）
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図5 筋力の発達 ・発達速度曲線 （背筋力）
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図7 筋持久力の発達 ・発達速度曲線（腕立伏腕屈伸）
2↓霊 発達曲線（男） 霊｜回
速13
度 ｜
発達速度曲線」女）" j2 
20 
2 
10 
＼＼ ＼ 発達速度曲線（女）Jf¥ 
" ¥ －－－一－ ,v －－－－ー一、b 』＜－－－－＼；＂一一
／／五達曲線（女） ＼～ --- ト I
I-2 
図8 単純反応時間の発達 ・発達速度曲線（光刺激） 図9 全身反応時間の発達 ・発達速度曲線（光刺激）
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一歩出れば芝生と木々に固まれ， 川岸にも出られて，徒歩でフールにも通うことができる。 冬
は小高い坂が多く，ソリ遊び， 坂遊びが充分楽しめる。 しかし一般的には筆者らと同様の環境
が多いので，もっと細かく運動の要素分折を行ない，あきずに次々と運動に挑戦できるような
内容をっくり上げなければならない。加えて毎日の運動をどのようにして確保するかである。
2.児童期の生涯体育
小学生に対する身体運動が学校体育だけで充分か否か，度々討議される課題である。勿論教
105 
幼児教育のプログラム （61年度分）
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材の豊かさや計画通りの時数確保が出来ていれば，発育発達への好刺激になっていることは確
かである。 しかし，現代生活を眺めた時に，児童 ・生徒にも充分な身体活動が成されていなし可。
長いジ、ユニアスポ ツー指導の体験から，小学校高学年になると熱心だった子どもでも止めてし
まう。勉強しなければならないことの理由もあるが，身体活動の時聞が少なくなり，動かない
生活が身につきおっくうになることも理由と して見逃すことができない。運動の必要性ゃから
だづくり，体力づく りについては児童期より学習させていかなければならない。子どものから
だづくりは昔から学校体育だけに頼っていたわけではない。家事手伝いの中には労働がたくさ
んあった。帰宅後暗らくなるまで外遊びが続いたし中学生でも外遊びができた。恐らくこの帰
宅後の身体活動が，現代っ子の帰宅後の生活と大きな違いがあるものと思われる。従ってこの
部分の身体活動をどのようにして確保するかが課題であろう。最近のジュニアスポーツ教室は
確かに数も増し，参加者も増加しているがそのスポーツ種目がその時点で好きだからというこ
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小学 生教室 のプログラム
縄・お手玉 ストレ y チ 筋力 トレ ーニング
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ばあち量ん先生
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1分間とび 肩 ・腕を伸ばしま
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引く ・押す
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被γ？脅記録を更新しよう。 の筋肉を伸ばしま
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腹筋 ノア 10秒×22人で組
んで ましょう 背筋 15回
前入り
引く・押す グ 〉ゐ後入り
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屋外リ ンク
1分間とび 後屈をしっかりし 腹筋 乙~ 1～10まで
前とび・後とびの ょう。 足でかく
記録をつくろう。 背筋 ヒ，） 10回
引く・押す
1分間とび 体側をのばしまし 腹筋 15回 ／ヤグ
1年間のおさ らい ょう。
背筋 、／ 15回いろいろなとび方
にかえる。 引く・ 押す
課題学習
大縄
能力別
リレー
（運動会のために）
鉄 棒
さか上り
後まわり
前まわり
足かけ上り
創作ダンス
ボール
（サソカー ）
創作ダンス
創作ダンス
ポール
（バレーボ ルー）
7 ＂） ト
（倒立も含む）
・前後転
・開脚前 ・後転
• JI申膝前 ・後転
・倒転
7 ＂） ト
とび箱
平均台
倒立馬とび
宇目 f業
スケート
ボール
（ドッチボ ルー）
（パスケyトボール）
大 縄
ボ ー ル
バスケットボール
（試合）
107 
とで行われており，高学年になると指導者の期待もむなしくやめてしまう ことが多い。競技力
向上の面からではなく，運動は継続するからこそ効果があるもので， 途中でやめてしまい更に
思春期の発育発達の最も盛んな時期に全く身体活動と遠さかることでは指導者としては残念な
ことである。筆者らの教室は健康のための運動教室で，学校体育教材を中心に学校で、は得られ
ない身体活動を経験させている。例えば畠づくりの経験では，他のどの運動よりも喜び，年間
最後の感想文には畠の草むしりが一番楽しかったと書かれた。昔の子ども達は家事手伝いを決
して嫌っていたわけではない。そしてこの身体活動がからだづくりに大きな役割を果していた
と考えられる。リヤカ をー押したり引いたり，水をくんだり運んだり，石炭を運んだり，はた
きではたいて掃除をしたり，まさしく全身を目的に合せて活動させ，負荷のかかり具合や力の
入れ具合，大きな力の出し方を生活の中から学んでいた。これらの運動は目的があって成され
る行動であるために知らず知らずに身についてゆくが，現代のように合理的なトレーニングと
されての補強運動やマシーンを使つての運動は， 必要な場所に筋肉をつけることが目的である
ために，行動を起こしながらみるみるうちに場面が変るわけではなく，一つの運動の繰り返え
しで効果が出るまでには大変な日数がかかり，余程強い目標をもち， 動くことが好きでなけれ
ば継続できない。ジュニアスポーツが盛んになりスポ ツー障害が問題とされ，自体協も基礎体
力向上指導者養成に乗り出した。しかし，直接結果の見えてこないこの基礎体力向上のための
運動は，理論的に説明されて必要であることが解っても，興味を失うことなく指導することは
大変難かしい。 筆者らの教室では，基礎体力となるべき運動を生活の中から選び出したり，い
ろいろな種目の運動をこなすことで要素構成している。姿勢や歩き方も加えて指導し，毎日の
生活の仕方の大切さを強調している。
ここに，3ヶ所ある教室の一つが行っているフログラムをのせた。場所により内容が制限さ
れるが，主たる目標はいろいろな運動体験，仲間づくり，礼儀，感謝の気持をもっ，親子の対
話材料をつく るなどについて配慮している。特殊な種目を除いては，一つの種目に片寄ったス
ポーツ活動による障害が必配されている。多くの子ども達がスポーツに取り組み，勝敗を競え
ば当然無理なトレー ニングも強いられる。 発育発達に害あることも考えられる。 もう少し長い
目と広い心で、子ど、もの活動を眺める余裕をもちたい。熱心が高ずれば勝ちたいがあまりに発育
発達について考える余裕がなくなる。勝敗が強く影響を受ける活動はジュニアの世界には不必
要な気がする。あるバドミン トンの指導者が小学校中学年の指導を していて 「スキをねらえ，
人のいないところに落とせ。」 という命令に，「どうして人のいないところにやるのですか。」
と聞かれて驚いたという。勝敗の他に，相手のいるところに羽を運び，はずれたところへ打っ
たら 「ごめんなさい。」といって楽しむバドミン トン遊びもあることを忘れてはならない。一
般的に云われるスポーツ馬鹿をつくらぬように指導者は教育者と してのスポーツ指導はいかに
あるべきか， まさしくスポーツ教育，ムーブメ ント教育として学習をすすめていかねばならな
い。小学校時代熱心に運動をし，中学校以降は全く運動を していない人もいる。 生涯体育の必
要性は小学校時代より浸透させていかなければなら・ない。運動習慣は子どもの頃に身につけさ
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せる必要がある。小学校高学年頃より動きたくないという気持が現われ，その後は気が向けば
やるという方向に変わり，多くは積極的には運動をしなくなり面白くないと勉強を理由にすぐ
やめてしまう子どもが多い。運動は常に面白いことばかりではなく，かなり苦しさに耐えたり，
技術的な伸びが見られず悩むこともある。それを乗り越えることの意義はしっかりこの時期に
教えておかねばならないことの一つである。 筆者らの教室では，中学生が数名，高校生は0で
あり，中学 ・高校へのつながりが把握できず課題をみつけることができない。
3.中・高年期の生涯体育
筆者自身の体験としては不定期の中 ・高年男性に対する健康体操と高齢者の男性教室がある
が，定期的にはまだ半年，教室での数人の男性に対する健康体操しかないため，ここでは15年
間継続している真駒内婦人健康美体操教室を中心に各地区で、の教室も加えて生涯体育の課題を
把握したい。人生にとって運動が一番必要な時期は中・ 高年であるともいう。 体力のなさが気
力のなさにつながっていくように感ずるのもこの頃である。つまり自ら運動の必要性を感じ，
欲求も高まってくる時期である。日本における婦人層のスポーツ熱は15年位の聞に急に増し，
女性のスポーツ活動について改めて見直す時期でもある。 家庭が変ったと云われるが，そのよ
うに女性を育てたからであり，活動的で積極的行動を身につけ，体験が豊富になれば当然いろ
いろな考えもっくり出され多方面に活動するようになる。これが女性の特徴でもあり，カル
チャーセンターは女性集団で占められ， 家庭婦人ばかりでなく職業婦人も他方面に亘る文化的
活動，スポーツ活動， 芸術活動と趣味域をひろげている。男性は仕事が忙しいというがそれば
かりでなく，女性の特徴のようである。 しかし子どもを放り出し，家庭を犠牲にしてのスポー
ツ活動であれば，人生におけるスポーツ活動の意義が問われるであろう。中 ・高年婦人のスポー
ツをして身についた言葉の荒さ，大声，粗野な態度など品位を問われる言動がこのところ体育
館などで目にし，耳にし大変嘆かわしいと思っている。今度は，スポーツはただ単に肉体を駆
使することばかりでなく，スポーツのもつ精神への影響を理解し，自分のためになる自分のス
ポーツを自分で選び，只快楽，開放感のためにのみ行うスポーツ活動は人聞を無視したもので
あることを知るべきである。南部忠平氏は「たかがスポーツ，されどスポーツ。 スポーツ活動
は人生の縮図である。只走るのが早いなら馬の方が早い。人聞がスポーツをする意味を考えよ。」
と述べている。 スポーツを哲学とするか否かは，指導対象年齢が低い程指導者の考え方が大き
く影響する。そのことが深められず，スポーツを只行動することととらえていたのでは全ての
国民にスポーツを広めることは無理難題である。筆者らの教室では，動くことの精神的意義を
学習会を通して受講生に伝えているので，運動の必要性，意義をある程度知的に理解している。
創作舞踊の精神性についても除々に感じはじめ，教育舞踊研究会創作舞踊発表会の出演も 9年
目となり，本年は27名も出演し指導陣も驚いている。学校体育についての問題，児童 ・生徒の
学外における生涯体育としての活動は，双方の関連で考えねばならないので大変難かしい。職
業人の健康のための身体活動もやがてアメリカ企業のように企業内で考慮されるようになるだ
ろう。家庭にいる人達のための身体活動は， 家族の健康管理者である主婦を中心に，高齢化社
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表 1 教室に来た動機は何ですか。 表4 余暇時間をどのよ うに工夫 してっく りだし
年月日 s c5s36名5/2s c6s2i名8/8
項 目 人数 % N % N % 
1.運動力、好き 28 32.6 12 21 .0 
2.家族や友人のすすめ 15 17 .4 20 35.0 
3医者のすすめ 3 3.5 1 l. 7 
ていますか。
年月日 45.5(264名） 53.8(51名）62.8(57名）
項目 人数% N % N % N % 
1生前プフンを立てfl" 93 35. 2 24 47.l 38 66. 6 事を早くする
2. H略目民日寺間1を寸〈な く 9 3.4 1 2.0 2 3. 5 ・している
4.肩ごりや腰痛をなかしたい 19 22. l 14 24.5 
5肥満の矯正 25 29.1 13 22.8 
3 家事労働をすくなく 比181 15.5 8 15. 7 6 JO. 5 －している
4 テレビを見る時間を 81 30.7 7 13. 7 15 26.3 なくしている
6.やせすぎているので肥りたい 5 5.8 2 3.5 5.別に工夫していない 101 38.3 14 27.5 
。。
7.身のこなしを美しくしたい 14 16.3 6 10. 5 6.その他 7 2.7 
。0 3 5.2 
8.いつまでも若々しくありたい 40 46.5 26 45.6 
9運動不足の解消 72 83.7 47 82.4 
10.精神的ストレス解消 25 29.1 25 43.8 
表5 今より余暇時聞が培した時何をしたいです
か。
1.同好の友人を得たい 9 10. 5 5 8. 7 
12.地域の婦人とのつきあい 4 4. 7 2 3.5 
13.生活にうるお、いをもたせたい 17 19.8 6 10. 5 
年月日 45.5(264名）53 8(51名） 57.8(75名）62 8(57名）
項目 人数% N % N % N % N % 
14.その他 3 3.5 。 1昼寝 24 9.1 3 5.9 8 10.7 3 5. 2 
2雑談 10 3.8 4 7.8 2 2. 7 2 3.5 
表2 健康であるということはどんな現象から感
3目買物 21 8.0 2 3.9 4 5.3 5 8. 7 
じますか。 4.テレビを見る 23 8. 7 
。0 2 2. 7 4 7 .o 
5.本を読む 88 33. 3 13 25.5 26 34. 7 37 64. 9 
年月日 45.5(229名）53.9(51名） 62.8(57名）
項目 人数% N % N % N % 
6 スポ Yわよび身 36 13. 6 33 54.7 46 61.3 24 42 .1. I本r舌重b
7.旅行 70 26.5 15 29. 4 32 42. 7 13 22.8 
I熟睡できる 173 75.5 20 39. 2 36 63. l 
8.習い事 72 27. 3 55 49.0 12 16.0 23 40.3 
2 食欲ありおいしい 173 75. 5 28 54. 9 40 70.1 
3.病気しない 119 52.0 25 49.0 35 61 ι 
9. iそt；の他JJ（趣味文 19 7.2 2 3. 9 12 16.0 5 8. 7 Y舌 ）
4.疲れを感じない 23 10.0 6 11.8 25 43.8 
5.活気・意欲ある 79 34.5 8 15. 7 16 28.0 表6 この教室に通つで身体的効果はありました
6 無E哩がきき労働lニ1・分 40 17.5 11 21. 6 7 12. 2 而fえられる
か。
円 向覚lif状なくなく身体のど 48 21. 0 9 17. 6 12 21. 0 t・こもいた い
8.肩がこらない 49 21.4 5 9.8 13 22.8 
年月日 53.8(87名） 62.8(57名）
工買 目 人数 % N % N 中t
9排便 ・生理l順調 126 55.0 10 19.6 22 38.5 1.変らない 12 13.8 4 7.0 
10.生活楽しく気持よい 95 41.5 9 17 .6 18 31. 5 2.具合がわるくなったところもある 。。。。
3.肩ごり・腰痛がなくなった 23 26.4 28 49. l 
表3 健康維持のためにどんな工夫を してますか。 4.便秘がな くなった 7 8.0 2 3.5 
年月日 45.5(229名）53. 9(51名）62. 8 (57名）
項目 人数% N % N % N % 
5.息切れしなくなった 10 11.5 5 8. 7 
6.胃の調子がよくなった 5 5.7 7 12.2 
7.頭痛がとれた 5 5.7 2 3.5 
1. 睡眠を充分とる 166 62.9 24 47.1 24 42. l 
2運動をするようにしで 91 34.5 19 37.3 26 45.6 いる
8.動作が軽↑1とになった 25 28. 7 XI 36.8 
9.疲れにく くなった 18 20. 7 JO 17.5 
3.栄養に気をつける 163 62.5 23 45 .1 29 50.8 
10.熟睡できるようになった 7 8.0 5 8.7 
4食事時間をきめる 90 34. l 5 9.8 28 49.] 
5. ，~府里せず身体を休め る 144 54.5 17 33.3 28 49.1 ようにする
11.血色がよくなった 2 2.3 4 7.0 
12.わからない 7 8.0 9 15. 7 
6.そのf也 3 1.1 8 14.0 
13.その他 4 4.6 5 8.7 
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会へ向けての高齢者の治療矯正体操を含めて，
生涯体育の中心的課題として今後も研究を続け
ていきたいと考えている。昭和45年以来毎年
種々の形でアンケー卜調査をしながら婦人健康
教室を実施してきた。今年の調査項目で比較で
きるもの，また新しく課題となることを以下に
表7 この教室に通って精神的効果はありました
述べる。
教室に通う動機は運動不足を解消したいとい
う人が多く，これは昭和53年の調査と変らない。
また同様にみられるのはいつまでも若々 しくあ
りたいという人が46%前後で，運動している人
は若々しいというイメージを持っている。昭和
53年の調査と大きな聞きが見られたのは， 家族
か。
年月日
I頁 目 人数 %
1.始める前と変らない
2.悪くなった部分もある
3.イライラしなくなった
4 fl!Iヵ、いことにこだわらなくなっ
た
5 日常生活がたのしく なった
6種々の会た合に積極的に出るよう
－になっ
7.交友が広くなった
8.性格がきつくなったといわれる
9.性格が明るくなったといわれる
10.性格が円満になったといわれる
11.わからない
53.8(87名）62.8(57名）
N % N % 
24 27.6 6 10. 5 。。。。
10 11.5 3 5.2 
5 5.7 4 7.0 
27 31.0 18 31. 5 
7 8.0 8 14.0 
18 20. 7 16 28.0 。。。。
4 4.6 6 10. 5 
2 2.3 5 8. 7
2 2.3 8 14.8 
や友人にすすめられて教室に通う人が増加しているということである。また精神的ストレス解
消ということが増加しており，運動が精神面への影響があると感じられていることがわかった。
次に健康観についてみると，健康であると感ずる現象については 「食欲がありおいしいJとい
う項目は多くあげられており次に「熟睡できる」「病気しないJがそれぞれあげられている。
大きな差があるのは「疲れを感じない」 という項目であり，その数字が増加しているというこ
とは，恐らくますます身体を動かすことが少なく なり疲れを感じている，いわゆる不定愁訴の
ような状態の人が増加しているのかも しれない。「排便 ・生理が順調Jを多くあげております
ます精神的ス トレスを感ずる。健康維持の工夫としては，昭和45年は睡眠 ・栄養 ・休養，昭和
53年は睡眠・栄養 ・運動と変化し， 昭和62年は栄養 ・食事時間を決める・休養そして次に運動
とあげられる。睡眠や栄養は大脳からの命令で必らず最低のライ ンは確保されるが，運動不足
については実行するための強い意志が必要であり，自己規制と共に実行に移されるのでかなり
強い目標を持たなければなかなか行動に移せない。このことは，余暇時間に何をしたいかとい
う質問に対する答えで，昭和45年は本を読む・習い事 ・旅行，昭和53年スポーツ・習い事 ・旅
行，昭和57年スポーツ・旅行・本を読む，昭和62年は本を読む， スポ ツー ・習い事のような変
化が出たことでも，運動の必要性がわかっていても，人聞は皆大脳を駆使することを喜ぶもの
であることがわかる。身体活動の精神性についていかに研究しなければならないかがわかるで
あろう。週1-2回の身体活動での身体や精神への影響を聞くことは無理であるが，動作が軽
快になり疲れにくくなったという。また，いつもこの調査では姿勢がよくなったという人が多
い。精神面での効果としては 「日常生活がたのしくなった。」「交友が広くなった。」「友人との
対話がたのしい。」があげられ，今年度は積極的になったという項目が加わった。昨年実験的
に週2回のコースを作成した。人数は少ないが週2回行った方が身体の調子がよいことは明ら
かになったが，やはり主婦が週2回この教室に通うことは困難なようで人数が少ない。試行錯
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誤のこの教室も15年が過ぎ，今後は多様化するニーズにどこまで近づけるかが課題である。か
なり豊富なプログラムを組み，それぞれの運動の求める質の違いを説明しながら実施している
が，必要度より興味，たのしさの方に心が移り効果ばかりも求められない。 週一度か二度では
目立つ程の効果はないが，それでも肩こり・腰痛のほとんどがなくなり生活が快適になれば広
く考えれば全体的な効果があるものと考えてよいだろう。高齢者の教室でも男女を問わず，交
友を求めて身体を動かすことの楽しさを最も多く あげている。身体を動かすことが精神への影
響を与えていることがわかる。
E ま と め
社会体育という言葉が日常的に使われるようになった昨今であるが，学校を出てから社会人
となりどこかで体育ができるなどと考えられなかった。昭和33年筆者が大学を卒業した時に，
陸上競技界で初めてリッカーミシン株式会社が選手を養成することになった。それまで野球や
バスケットボールはあったが，個人種目では初めてであった。 その思いきった発想は初代社長
のまさしく先見の明であり，その後実業団チームづくりが発展していった。 卒業と同時にその
ような機会に恵まれた筆者は，その後職場が変り， 結婚 ・出産 ・育児と環境の変る中でも選手
生活を続けたが，母親が走っている姿が奇異であったようだ。 昭和45年頃，筆者は35歳である
がまだ選手生活を続けていたがグラン ド以外で走るのは恥かしかった。そしてトレーニング
ウェアーで歩くのも気になった時代である。昭和46年真駒内婦人健康美体操教室を開催した時
には筆者自身も受講料支払って体育をすることが気にかかり，受講者も無料なら来るが有料で
は体育は習わなくてもできるといわれた。つまり，特別習わなくても体育はできるという考え
があった。 しかし年々人が集まってスポーツ種目が広まり盛んになったが，筆者らの教室はス
ホ。ーツ種目の嫌らいな人が多く， 学生時代のクラブ活動経験者はほとんどいない。そしてこん
なに体を動かすことがすばらしいと思わなかったという。継続する中で人生観が変るという人
も増し，運動が及ぼす精神への影響を身をもって体験してゆく。社会体育の長い指導を通して，
小学校からはじまる体育教材がますますスポーツ種目化，専門志向化してゆく中で，生活に密
着した動きづくり，体づく りが忘れ去られ， スポーツ障害を増加させていることを感じている。
そのような体育では，技術的に優れた者のみの活動となり， 幼少の頃から遊びを忘れて育った
児童・生徒の体の見直しゃ矯正はどこで誰がするのか大変心配で、ある。諸々の病気が姿勢の悪
さや腰痛との関連があることも考えられる。 体育をもっと生涯的に眺め，幼児期の体育はどう
あるべきか，児童 ・生徒の体育はどうあるべきか，大学生 ・一般人の体育はそれぞれどうある
べきか，80年の人生を健康で豊かに送るには体育として何をすべきかを考えていかなければな
らない。 トレーニングウェアーで歩けなかった昭和45年頃から16・7年の聞にこんなにも体育
に対する考えが変り，社会体育が盛んになった。最近建設された某スポーツセンターの会員は
4,000名に到達したという。遅れていた北海道もかなり活気づいて来たことを示している。そ
れぞれの分野で，それぞれの体育をやっていればよい時代ではないように感ずる。社会のニー
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ズに合せ，学校体育も変革しなければならない。胎教からはじまる生涯体育として考えていか
なければ学校体育がとり残されていくのではないか。筆者自身の反省も含めて，生涯体育研究
会の研究課題を見つける意味で検討してみた。
参考文献
1 ）布上恭子 ：主婦の体育・スポーツ活動に関する一考察，北海道女子短大紀要，第4号， 1972
2）布上恭子：主婦の身体活動に関する研究，北海道女子短大紀要，第11号， 1978
3）布上恭子：婦人健康教室の運営に関する研究，北海道女子短大紀要，第16号， 1982
4）奈良女子大学文学部附属幼稚園幼年教育研究会編：調整力を高める運動遊び， 1982
ひかりのくに株式会社
5 ）宮下充正：体育とは何か，大修舘書店， 1984
6）朝比奈一男：運動とからだ，大修館書店， 1985
7）菱沼徒罪他： 21世紀の健康学， 大修舘書店， 1985
(1987・9・18)
